
口唇裂・口蓋裂の一貫治療における口腔顎顔面成長変化に関する研究 
 
１．研究の対象 

生後から口唇裂口蓋裂を認め、当院にて口唇裂口蓋裂治療を受療される患児全ての方

を対象とさせていただいており、未成年の患者さんの参加が不可欠であるため、未成年

の患者さんも対象としています。 

 
２．研究目的・方法 

当科では、開講以来、口唇裂口蓋裂患児に対し、治療を行っています。顎裂（くちび

る、上あごの裂け目）を閉じるためには手術を行います。手術によって、見た目の改善、

機能の回復を得ることができますが、その一方で、手術の影響により、お顔特に上あご

の発育が悪くなる可能性があります。また、お顔の成長は高校生になるまで続きますの

で、治療（手術）後にもくちびる、鼻の形のゆがみが生じます。くちびるの形やのどち

んこの機能を回復させ、なお、上アゴの成長を悪くしてしまう影響や成長後の唇、鼻の

ゆがみを最小限にすることができる手術法の選択が望まれます。そのため、術後の成長

評価を行うことで、治療成績の向上に寄与する因子を特定でき、その成果は、現行の治

療方法の再検討や新しい治療法の考案に繋がることが期待されます。 

この研究は、これまで受診された（また今後受診される予定の）患者様のカルテ記載、

顔貌写真（デジタル 2 次元写真、3 次元写真）、X 線画像、顎模型等から、顎顔面成長

を統計学的に解析し、行ってきた治療成績について評価することで、治療成績の向上に

寄与する因子を特定するための情報を得ることを目的としております。対象期間として

は、生後すぐから成人になるまでの間です。 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：病歴 

試料：手術前資料：口腔内写真、顔貌写真（２次元、３次元）、上下顎歯列模型（デジ 

タルを含む） 

画像検査：パノラマ X 線写真、デンタル X 線写真、咬合法、歯科用 CT、 

医科用 CT、胸部 X 線写真 

全身麻酔下手術前後検査結果：血液検査結果、心電図 

 

４．共同利用 
 上記２記載の研究目的を達成するため、上記３記載の試料・情報を共同利用します。 

・利用する者の範囲：大阪大学歯学部附属病院 口腔外科 1（制御系） 

 
 

医病新様式：オプトアウト 単機関 【R4-E24-1】



５．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

大阪大学大学院歯学研究科 顎顔面口腔外科学講座 

  〒５６５－０８７１ 大阪府吹田市山田丘１－８ 

 相談窓口：磯村 恵美子 

   連絡先：０６－６８７９－２９３６ 

  

研究責任者： 

大阪大学大学院歯学研究科 顎顔面口腔外科学講座 

  田中 晋 

 
 


